
４
月
１
日
か
ら
、
路
線
バ
ス
の
迦

葉
山
線
を
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
限

り
玉
原
ま
で
運
行
し
ま
す
。

生
活
路
線
と
し
て
の
運
行
だ
け
で

な
く
、
玉
原
を
訪
れ
る
観
光
客
や
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

路
線
バ
ス
の
利
用
者
を
増
や
す
試
み

で
す
。
２
年
間
試
行
運
行
を
し
て
、

利
用
状
況
な
ど
を
検
証
す
る
予
定
で

す
。
沼
田
駅
か
ら
玉
原
ま
で
の
片
道

料
金
は
１
０
０
０
円
で
す
。

バ
ス
カ
ー
ド
は
、
３
０
０
０
円
で

４
３
５
０
円
分
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
人
に
は
、
市
の

補
助
制
度(

１
０
０
０
円)

が
あ
り
ま

す
。

※
バ
ス
カ
ー
ド
は
、
夏
季
限
定
の
た

ん
ば
ら
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー
ク
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
に
は
使
え
ま
せ
ん

玉
原
ま
で
の
運
行
に
関
す
る
こ
と

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

運
賃
や
時
刻
表
に
関

す
る
こ
と
は
、
関
越
交
通
㈱
沼
田

営
業
所
1

１
１
１
１
、
路
線
バ

ス
に
関
す
る
ご
意
見
は
、
生
活
課

生
活
係
1
内
線
７
７
３
５
２
へ

6
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路
線
バ
ス

試
行
運
転
開
始

ご
利
用
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
路
線
バ
ス「
迦
葉
山
線
」を

休
日
は
玉
原
ま
で
運
行

バ
ス
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

沼田市第五次総合計画後期実施計画を策定しました
問い合わせ　企画課企画係1内線３２２２

市では、平成19年度にスタートした沼田市第五次総合計画の前期５カ年の実施計画期間(平成19年度～平成23年度)

が終了することから、引き続き総合計画の実現を図るため、現下の財政状況や前期実施計画の実績などを踏まえ、平

成24年度を初年度とする後期５カ年の実施計画を策定しました。この計画は、平成24年度から平成28年度までに推

進する主要な事務事業を掲げ、予算編成の指針として効率的、計画的かつ重点的な施策の推進を図るものです。

詳しい内容は、市ホームページをご覧ください。

迦葉山線時刻表【土・日曜日、祝日用】

※紙面の都合上、一部のバス停を省いて表記しています
※時刻表は変更になる場合があります
※冬季道路閉鎖期間を除き、「たんばらセンターハウス」まで運行します

4月1日改定予定
沼田駅→迦葉山
(本町通り経由)

沼田駅

下之町

上之町

材木町

高橋場

三つ又

木田坂上

岡谷

下発知

奈良入口

発知新田

中発知

岩本

上発知

坂下

迦葉山

7:40

7:43

7:46

7:47

7:48

7:49

7:50

7:55

8:01

8:03

8:04

8:07

8:09

8:11

8:13

8:17

沼田駅前
沼田局前
市役所前
材木町

中央病院前
沼田市保健

福祉センター前
国立病院前
沼田警察署西

谷地端第２団地前
木田坂上
岡谷
下発知
奈良入口
発知新田
佐山入口
中発知
岩本
上発知
迦葉山
たんばら

ラベンダーパーク

9:20
9:24
9:25
9:27
9:29

9:30

9:32
9:34
9:37
9:38
9:43
9:49
9:51
9:52
9:53
9:55
9:57
9:59
10:03

10:25

12:25
12:29
12:30
12:32
12:34

12:35

12:37
12:39
12:42
12:43
12:48
12:54
12:56
12:57
12:58
13:00
13:02
13:04
13:08

13:30

15:05
15:09
15:10
15:12
15:14

15:15

15:17
15:19
15:22
15:23
15:28
15:34
15:36
15:37
15:38
15:40
15:42
15:44
15:48

16:10

たんばら
ラベンダーパーク

迦葉山
上発知
岩本
中発知
佐山入口
発知新田
奈良入口
下発知
岡谷

木田坂上
谷地端第２団地前
沼田警察署西
国立病院前
沼田市保健

福祉センター前
中央病院前
材木町
市役所前
沼田局前
沼田駅前

-

8:20
8:23
8:25
8:28
8:29
8:31
8:32
8:34
8:39
8:45
8:46
8:49
8:51

8:53

8:54
8:55
8:57
8:58
9:05

10:40

11:00
11:03
11:05
11:08
11:09
11:11
11:12
11:14
11:19
11:25
11:26
11:29
11:31

11:33

11:34
11:35
11:37
11:38
11:45

13:40

14:00
14:03
14:05
14:08
14:09
14:11
14:12
14:14
14:19
14:25
14:26
14:29
14:31

14:33

14:34
14:35
14:37
14:38
14:45

16:30

16:50
16:53
16:55
16:58
16:59
17:01
17:02
17:04
17:09
17:15
17:16
17:19
17:21

17:23

17:24
17:25
17:27
17:28
17:35

沼田駅→国立病院→迦葉山→たんばら
(市役所通り経由)

たんばら→迦葉山→国立病院→沼田駅
(市役所通り経由)

登
録
を
し
な
い
と
、
学
校
の
体
育

施
設(

校
庭
夜
間
照
明
を
含
む)

を
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

※
年
１
回
の
利
用
で
も
必
ず
登
録
し

て
く
だ
さ
い

登
録
期
間

３
月
30
日(

金)

ま
で
の

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

登
録
場
所

体
育
課(

市
民
体
育
館

内)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教
育
支

所
持
参
す
る
物

代
表
者
の
印
鑑
、
昨

年
度
の
使
用
登
録
書

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ(

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
登
録
団
体
は
除
く)

は
、
名
簿
の
提
出
が
必
要
で
す
。

用
紙
は
各
小
中
学
校
、
体
育
課
、

白
沢
町
・
利
根
町
教
育
支
所
に
あ

り
ま
す
　

登
録
手
続
き
を
し
た
団
体
は
、
必

ず
使
用
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
説
明
会
終
了
後
、
使
用
登
録
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き

４
月
５
日(

木)

午
後
７
時

と
こ
ろ

市
民
体
育
館
小
体
育
室
、

白
沢
公
民
館
研
修
室
、
利
根
若
者

定
住
セ
ン
タ
ー
会
議
室

※
ど
の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す

登
録
し
た
団
体
は
、
使
用
す
る
前

月
の
20
日(

休
日
の
場
合
は
翌
日)

か

ら
月
末
ま
で
に
、
使
用
登
録
書
と
代

表
者
の
印
鑑
を
持
参
し
て
、
各
小
中

学
校
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

校
庭
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
夜
間
照

明
を
利
用
す
る
場
合
は
、
同
期
間
に

使
用
登
録
書
と
代
表
者
の
印
鑑
、
使

用
料
を
持
参
し
、
体
育
課
、
白
沢
町
・

利
根
町
教
育
支
所
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
各
施
設
と
も
に
、
年
間
予
約
や
電

話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、

日
程
を
確
認
し
て
か
ら
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

○
定
め
ら
れ
た
時
間
内
で
の
鍵
・
日

誌
の
受
領
・
返
却

○
施
設
設
備
の
安
全
確
保

○
学
校
内
で
喫
煙
や
火
気
使
用
は
し

な
い

○
施
設
使
用
後
の
整
理
・
清
掃

○
施
設
設
備
の
破
損
の
届
け
出

○
施
設
使
用
後
の
施
錠

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

「
沼
田
の
歌
」は
、
私
た
ち
沼
田
市

民
が
ふ
る
さ
と
の
歌
と
し
て
全
国
に

誇
れ
る
も
の
で
す
。「
春
の
日
を
惜
し

む
鐘
の
音
」に
始
ま
る
こ
の
歌
は
、

昭
和
30
年
代
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
か
ら
全

国
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
作
詞
は「
か

ら
た
ち
日
記
」な
ど
で
知
ら
れ
る
西

沢
爽
、
そ
し
て
作
曲
は「
平な

城ら

山や
ま

」な

ど
の
作
品
が
あ
る
平
井
康
三
郎
に
よ

る
も
の
で
す
が
、
沼
田
に
生
ま
れ
育

っ
た
人
の
心
の
風
景
を
見
事
に
描
き

出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
歌

の
風
景
の
中
に
は
、
沼
田
の
河
岸
段

丘
が
あ
る
の
で
す
。

１
番

山
の
上
に
　
町
の
灯
つ
づ
き

山
下
に
　
駅
の
灯
と
も
る

夕
方
、
川
田
方
面
か
ら
は
こ
の
よ

う
な
風
景
が
望
め
ま
す
。

２
番

ま
ど
ろ
み
つ
　
滝
坂
越
え
し

父
の
背
の
　
ほ
の
か
な
ぬ
く

駅
ま
で
お
父
さ
ん
を
迎
え
に
行

き
、
帰
り
は
疲
れ
て
お
ぶ
わ
れ
て
登

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３
番

い
ま
も
な
お
　
山
つ
つ
じ
桑

の
実
り
ん
ご

水
田
の
で
き
な
い
上
位
段
丘
面
の

土
地
利
用
は
、
桑
畑
や
果
樹
園
で
し

た
。

４
番

大
利
根
や
　
薄
根
片
品
　
ゆ

た
か
に
も
　
流
れ
は
め
ぐ
り

沼
田
の
河
岸
段
丘
を
刻
み
出
し
た

利
根
川
、
薄
根
川
、
片
品
川
。
夏
は

水
浴
び
を
し
、
魚
を
釣
り
、
田
畑
を

潤
し
、
市
民
の
水
道
水
と
も
な
っ
て

い
る
恵
み
の
川
で
す
。

河
岸
段
丘
は
、
そ
う
と
意
識
し
な

く
て
も
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
染

み
込
ん
だ
沼
田
の
原
風
景
で
す
。
住

む
も
の
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
、

そ
し
て
外
か
ら
来
た
人
に
と
っ
て
は

と
て
も
不
思
議
な
段
丘
の
町
に
住
む

こ
と
を
、
私
た
ち
は
も
っ
と
楽
し
み

生
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

沼
田
の
河
岸
段
丘
を
知
ろ
う

「
沼
田
の
歌
」と
河
岸
段
丘

文・原澤直久

沼田の歌が刻まれた石碑(沼田公園)

ま
ず
は
登
録
か
ら

説
明
会
に
出
席
を

使
用
上
の
注
意

使
用
方
法

利
用
団
体
は
登
録
を
忘
れ
ず
に

学
校
の
体
育
施
設
を
開
放
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
体
育
課
1
○
９
４
４
４
／
白
沢
町
教
育
支
所
1
○
２
２
９
１
／
利
根
町
教
育
支
所
1
○
２
１
１
１

24

53

56

広
く
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
、
市
内
小
中
学
校
の
体

育
施
設
を
学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
４
月
以
降

に
、
施
設
の
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。


